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6
月
10
日
に
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
ボ
ル
ス
タ
に
お
い
て
、Sw

ed
ish

S
ociety

of
C
iv
il
an
d
S
tru
ctu
ral

E
n
g
in
eers

（
S
V
R
）と
土
木
学
会
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
に
関
す
る
ジ
ョ
イ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。土
木

学
会
コ
ン
ク
リ
ー
ト
委
員
会
で
は
、過

去
に
台
湾
、モ
ン
ゴ
ル
、韓
国
、ベ
ト
ナ
ム

で
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
る

が
、欧
米
諸
国
と
も
密
接
な
協
力
関
係

を
築
く
た
め
、今
回
は
ア
ジ
ア
以
外
で

初
め
て
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
あ

る
。ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
は
、デ
ン
マ
ー

ク
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、ノ

ル
ウ
ェ
ー
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
北
欧
5
ヶ

国
で
構
成
さ
れ
るN

ordic
C
oncrete

F
ed
eration

主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

特
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
け
て
行
わ
れ
た
。

今
回
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

テ
ー
マ
を
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u
tu
re
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ectiv
es
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ard
s
th
e
D
ev
elop
m
en
t
of
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crete
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ech
n
olog
ies

」と
設
定

し
、6
件
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。日
本

か
ら
は
、堺
孝
司
氏（
香
川
大
学
教
授
）

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
、六
郷
恵
哲
氏（
岐
阜
大
学

教
授
）が
複
数
微
細
ひ
び
割
れ
型
繊
維

補
強
セ
メ
ン
ト
複
合
材
料
に
つ
い
て
、

筆
者
が
時
間
依
存
型
構
造
解
析
手
法

に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
最
新
の
知
見
が

紹
介
さ
れ
た
。こ
れ
ら
の
講
演
に
対
し

て
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
け
で
な
く
北
欧
5

ヶ
国
の
参
加
者
と
活
発
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
た
。一
方
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か

ら
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
て
い
る
橋

梁
の
持
続
可
能
性
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
最
新
の
補
強
技
術
が
紹
介
さ

れ
、日
本
同
様
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
の
維
持
管
理
が
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
る
状
況
が
示
さ
れ
た
。

な
お
、本
セ
ミ
ナ
ー
は
、土
木
学
会

学
術
交
流
基
金
の
助
成
を
受
け
て
行

わ
れ
た
。
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土木学会誌8月号、9月号　正誤表

土木学会誌8月号および9月号において誤りがございましたので、修正してお詫びいたします。

個　所
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ミニ特集　第5章　土木遺産にいかに取り組むか？

38頁　図　土木遺産への取組み
文化的効果活用の支援
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文化駅効果活用の支援
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